
 
 

国九整用企第２２号 

令和７年５月１６日 

 

国土交通大臣   中 野  洋 昌  殿 

 
 

起 業 者  東京都千代田区霞が関二丁目１番３号 

       国 土 交 通 大 臣     中 野  洋 昌 

上記代理人  福岡市博多区博多駅東二丁目 10 番 7 号 

       九州地方整備局長     森 田  康 夫 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

 事 業 認 定 申 請 書 

 

 土地収用法第 16 条及び同法第 138 条第１項において準用する同法第 16 条の規定に

よって、下記により、事業の認定を受けたいので、申請致します。 

 

記 

１ 起業者の名称   国土交通大臣 

２ 事 業 の 種 類   一級河川球磨川水系川辺川ダム建設事業 
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本件事業が生活環境等に与える影響については、本件事業は、環境影響評価

法(平成９年法律第81号)等により環境影響評価の実施が義務付けられている事

業には該当しないが、起業者は環境影響評価の実施にあたっては、令和３年６

月から「流水型ダム環境保全対策検討委員会」を開催し、専門家からの助言、

環境影響評価法に準じた手続きの中で提出された主務大臣、熊本県知事、一般

の方々からの意見を勘案、配意して実施し、令和６年 10 月に環境影響評価法に

基づくものと同等の「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価レポート」(以

下「環境影響評価レポート」という。)として公表している。 

環境影響評価レポートによると、本件事業が生活環境に与える影響について、

大気質及び振動については、法令により定められた基準等を満足すると予測し

ており、建設機械の稼働に係る騒音については、高野地点において環境基準値

を上回るものの、高野地点近傍で実施する生活再建対策盛土の工事において防

音シートを設置し騒音の軽減を図ることで環境基準値を満足すると予測してい

る。また、工事用車両の運行に係る騒音については、下谷、深水及び柳瀬地点

において環境基準値を上回るものの、低騒音舗装(排水性舗装)の採用及び工事

用車両運行ルートを一部変更することにより環境基準値を満足すると予測して

おり、本件事業の施行にあたり、当該措置を講ずることとしている。 

水質（土砂による水の濁り）については、試験湛水の実施にあたり、試験湛

水の貯水位上昇時に濁度が高い洪水を貯めた場合、貯水位下降時に沈降した SS

（水中を浮遊している物質）が放流時の末期に巻き上がることにより、ダム直

下地点より下流地点で濁度が上昇すると予測されているものの、貯水位の下降

速度を抑制するほか、SS 成分の巻き上がりが顕著に懸念される場合、SS 成分の

巻き上がりの影響が少ない表層から取水すること等により、土砂による水の濁

りを低減できると予測しており、本件事業の施行にあたり、当該措置を講ずる

こととしている。 

また、本件事業が自然環境等に与える影響については、環境影響評価レポー

トによると本件事業区間及びその周辺の土地において、動物については、文化
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財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）における天然記念物であるヤマネ、絶滅の

おそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）にお

いて国内希少野生動植物種として指定されているクマタカ、ハナコギセル等、

特定第二種国内希少野生動植物種として指定されているコガタブチサンショウ

ウオ、熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例(平成 16 年熊本県条例第

19号)において熊本県指定希少動植物種として指定されているハッチョウトンボ、

環境省レッドリストに絶滅危惧Ⅰ類として掲載されているイツキメナシナミハ

グモ等、絶滅危惧ⅠＡ類として掲載されているカワコザラガイ、絶滅危惧ⅠＢ

類として掲載されているニホンウナギ、ツヅラセメクラチビゴミムシ等、絶滅

危惧Ⅱ類として掲載されているノレンコウモリ等、準絶滅危惧として掲載され

ているコシロシタバ等その他これらの分類に該当しない学術上又は希少性等の

観点から重要な種の生息が、植物については、熊本県野生動植物の多様性の保

全に関する条例(平成 16 年熊本県条例第 19 号)に基づき指定された指定希少動

植物種に掲載されているコタニワタリ等、環境省レッドリストに絶滅危惧ⅠＡ

類として掲載されているヒロハナライシダ等、絶滅危惧ⅠＢ類として掲載され

ているムラサキベニシダ等、絶滅危惧Ⅱ類として掲載されているナガバムシト

リゴケ等その他これらの分類に該当しない学術上又は希少性等の観点から重要

な種の生育がそれぞれ確認されている。 

本件事業がこれらの動植物に及ぼす影響の程度は、周辺に同様の生息環境が

広く残されることなどから影響が小さい又は環境保全措置の実施により影響が

回避若しくは低減されているとしている。主な保全措置として、ノレンコウモ

リ等については、試験湛水及び洪水調節に伴い冠水する調査横坑が本種の生息・

生育環境として適さなくなる、あるいは一時的に適さなくなることから、試験

湛水時や洪水調節時に冠水しない箇所に生息・繁殖環境を整備する等としてい

る。ハナコギセル等は、ダム堤体及びダム洪水調節地の出現により産卵場・生

息地として適さなくなることから、産卵場の整備及び移植あるいは周辺の生息

適地への移植等を行うこととしている。コシロシタバ等は、ダム堤体及びダム
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洪水調節地の出現により生育環境として適さなくなるため、事業実施期に生息

状況をモニタリングし、事業の影響の有無を把握することとしている。クマタ

カについては、生息•繁殖環境が一部改変されることから専門家の指導助言を得

たうえで繁殖活動に影響を与える時期には必要に応じて工事を一時的に中断等

することとしている。ヤマセミ等については、生息•繁殖環境が一部改変される

ことから、既設人工巣の維持管理や事業実施期間中に生息状況の監視等を実施

することとしている。ニホンウナギ等については、工事期間中に仮排水路トン

ネル内の流速が速くなることで上下流への移動が困難となる可能性があると考

えられるためトンネル内部の河床を改良し、多様な河床環境を確保することで

流速を低減し移動性を確保することとしている。ツヅラセメクラチビゴミムシ

等については、試験湛水時に洞窟内の大部分が一定期間冠水し洞口も閉塞する

ことが想定されることから生息環境として適さなくなると考えられ、試験湛水

前に洞口前面に防水擁壁を設置する等、洞内への水の流入を防ぐ対策を実施す

る等の環境保全措置を講じることで影響を低減することとしている。ナガバム

シトリゴケ等については、直接改変及びダム洪水調節地の環境による改変によ

り生育環境が変化すると考えられることから、影響を受ける個体を移植（挿し

木等を含む）、生育個体から種子を採取し、生育適地等に播種、生育地の表土

を採取し、生育適地等に撒き出すこととしており、また、直接改変等以外の影

響(改変区域付近の環境の変化)により、生育地点及び生育個体の多くの環境が

変化する可能性があることから、対象とする個体の生育状況等を継続的に監視

することとしている。加えて、起業者は、必要に応じて事後調査を実施し、そ

の結果について専門家の指摘及び助言を得ながら評価を行い環境影響の程度が

著しいことが明らかになった場合には必要な措置を講ずることとしている。 

また、本件区間内の土地には文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）に基づ

く周知の埋蔵文化財包蔵地が 10 か所存在するが、このうち９か所については、

既に発掘調査が完了し、記録保存等の措置を講じている。残りの１か所につい

ても熊本県教育委員会と協議の上、必要に応じて発掘調査等の適切な措置を講
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ずることとしている。 

本件事業の早期完成を求める声は強く、錦町長を会長とする川辺川ダム建設

促進協議会から本件事業の整備促進を強く要望されているところである。 

 

以上のとおり、本件事業の社会的及び経済的効果は著しく、公益に資するとこ

ろは極めて大きいものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 27 -



 
 



 
 



 
 



 
 

8   



 
 



 
 



 

 
A ( ) 

( 19 200 ) 
( ) 

( 24 500 ) 
( ) 

( 27 500 ) 
 

 ( ) V
3  

( )
 

( )
 

 

 
CM

 

 

3m 6m

 

 

 
1km

 

 

 

( ) 107.5m(282.5m) 115.5m(325.5m) 115.5m(356.5m)  
 263m 316m 341m  
 886,000  1,160,000  1,130,000   
 1,730,000  1,870,000  1,180,000   
 470.0  418.0  318.5   
 3.91  3.39  2.78   
 13,000  11,700  8,900   

     
 V     

 147 101 79 =  
 14.1 3.1 19.0  13.6 5.5 19.5  12.3 13.1   
 400  350  210   

  
 

A
200 /  

 
A

1,000 /  

 

 
  

 

 4,900  5,300  5,000   

 

 
(40 50 )

 

 
 

 
(40 50 )

 
A 200
/  

 

 
(40 50 )

A

A
 

A
1,000 /

 
 

 

     

-2-2 

46  



 

A ( )

 

 

 

 

( 19 200 )

46  



 

 

 

 

 

B ( )
( 24 500 )

46  



 

C ( )
( 27 500 )

 

 

 

 

 

 

46  



 
 

 
 
 
 
 

9  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-10



 
 



 

 

   

 262.5m 1.00   264m 1.01  260m 0.99

 

  445 m3  
  192 m3  
  675 m3  

    247 m3  
  534 m3  
2,093 m3  
11,720,800 1.00  

 

  445 m3  
  203 m3  
  605 m3  

    388 m3  
  577 m3  
2,218 m3  
12,420,800 1.06  

 

  445 m3  
  183 m3  
  581 m3  

    392 m3  
  558 m3  
2,159 m3   
12,090,400 1.03  

 

677 m3  
 54 m3  
731 m3  
24,732,800 1.00  

 

675 m3  
 71 m3  
746 m3 
25,462,800 1.03  

 

664 m3  
 75 m3  
739 m3 
25,289,200 1.02  

 

Y310 
2 

 
LF-4 

3
2  

 

1 
 

LF-4 1 
LF-4

1 
 

3  

 

1 
2 

 
2 

LF-4 1 
LF-4 

1  
3  

 

 

2 
 

3
 

 

1 
1 

 

1 
 

3

 

3 

 

1 
3

   1 20m
   

   
 
3  



 
 



 
 



 

 
 

  CSG   

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   70  
6  

(CSG 95  58 ) 
10  

 
 575  750  2R  

D6.9m 

 

 Y310  
 

Y240
70m 2.3 

 

 

 
80m

 
 

 
180m

 

 

CSG
   

 
  CSG  

 
 

  259 3.4 /  
23 400 /m  

282 100%  
 

  375 CSG 1.5 / 4.0 /  
30 400 /m  

405 143.6%  
 

 

 
 

CSG  

 

 

  

8.0m

8.0m

-3.2 ( )  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重力式コンクリートダム型式 配置平面図

堤外仮排水路 575m 
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台形ＣＳＧダム型式 配置平面図 

堤外仮排水路 750m

河床部放流設備の吞口位置を同じとして

配置すると、ダム軸が約 70m 下流に移動

する。 

堤趾位置（減勢工始端）が約 80m 下流とな

り、減勢工は直線で配置できない。また、

下流に延伸する。 
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令和７年５月１６日 

国土交通大臣  中 野  洋 昌 殿 

 

起 業 者  東京都千代田区霞が関二丁目１番３号 

       国 土 交 通 大 臣     中 野  洋 昌 

 

上記代理人  福岡市博多区博多駅東二丁目 10 番７号 

       九州地方整備局長     森 田  康 夫 

（ 公 印 省 略 ） 

 

土地収用法第１５条の１４の規定により講じた措置は、次のとおりである。 

 

記 

１ 事業の種類 

一級河川球磨川水系川辺川ダム建設事業 

 

２ 説明のための会合を開催した日時 

① 令和６年 12 月 15 日  午前 10 時 30 分から 12 時まで 

② 令和６年 12 月 15 日  午前 10 時 30 分から 12 時まで 

 

３ 説明のための会合を開催した場所 

① 相良村総合体育館１階研修室 

② 五木東小学校体育館 

 

４ 説明のための会合の開催の公告を行った日及び当該公告を行った新聞紙の名称 

令和６年 12 月６日の熊本日日新聞（朝刊・第２面） 

令和６年 12 月６日の朝日新聞（朝刊・第 21 面） 

令和６年 12 月６日の読売新聞（朝刊・第 24 面） 

令和６年 12 月６日の西日本新聞（朝刊・第 16 面） 

令和６年 12 月６日の毎日新聞（朝刊・第 17 面） 

令和６年 12 月６日の人吉新聞（第７面） 

 

 

５ 施行規則第１条の２第１項第３号の規定による通知を行った者の数 

267 名 

 



 

 

６ 説明のための会合に参加した者の概数 

①   42 名 

②    23 名 

合計  65 名 

 

７ 説明のための会合を打ち切った場合においては、その旨及びその根拠となる条項 

な し 

 



2024 年 12 月 6 日 付 熊本日日新聞 朝刊 第２面 

 
 

2024 年 12 月 6 日 付 朝日新聞 朝刊 第２１面 

 
 

2024 年 12 月 6 日 付 読売新聞 朝刊 第２４面 

 



2024 年 12 月 6 日 付 西日本新聞 朝刊 第１６面  

 
2024 年 12 月 6 日 付 毎日新聞 第１７面 

 
 

 
2024 年 12 月 6 日 付 人吉新聞 第７面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




